
広報

YUZAWA PUBLIC RELATIONS

Vol.217

湯沢市ホームページ　湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/http://www.city-yuzawa.jp/
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平成26年4月15日号
【毎月1日・15日発行】

■主な内容
Ｐ２　下水道の利用区域が拡大
Ｐ４　がんばっている人を応援します
Ｐ５　医療費の自己負担割合が変わります
　　　後期高齢者医療の賦課限度額等が
　　　変わります
Ｐ６　空き家の適性管理を
Ｐ７　廃食用油をリサイクル

　４月６日から１５日までは「春の交通安全運動」期間　４月６日から１５日までは「春の交通安全運動」期間
です。小・中学校の始業式が行われた７日は、市内各地です。小・中学校の始業式が行われた７日は、市内各地
で交通安全を呼び掛ける活動が行われましたで交通安全を呼び掛ける活動が行われました
（写真：市内スーパーマーケットの入り口で買い物客に交通安全を呼び掛ける）（写真：市内スーパーマーケットの入り口で買い物客に交通安全を呼び掛ける）

　４月６日から１５日までは「春の交通安全運動」期間
です。小・中学校の始業式が行われた７日は、市内各地
で交通安全を呼び掛ける活動が行われました
（写真：市内スーパーマーケットの入り口で買い物客に交通安全を呼び掛ける）
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下水道への接続はお早めに！

　自宅のトイレ改造や排水設備を工事する場合は、次のような制度がありますので、ぜひ、各制
度を利用していただき、早めに下水道への接続をお願いします。

湯沢市浄化槽設置整備事業補助金

◆補助金の交付対象
　次のいずれかの区域に設置する浄化槽が補助対象となります。
　①浄化槽整備区域（下水道計画区域以外）
　②下水道（公共下水道・農業集落排水）区域のうち、下水道の
　　利用が７年以上見込まれない地域。ただし、下水道が利用
　　可能となった場合は、速やかに下水道に接続することが
　　条件になります。
　　※上記のうち、販売や賃貸目的の住宅および申請前の工事
　　着工は補助対象外です。
　　

◎併用できる制度

※上記の各制度は、対象条件や受付件数などが異なりますので、工事着工前に担当課へ問い合わせください。

◇市の下水道管埋設工事終了後、3年以内の区域の一般世帯
◇無利子で100万円まで融資
◇毎月元金均等償還で72カ月以内（6年間）で返済
■問い合わせ　下水道課管理業務班（☎73‒2166内線459）へ

◇増改築・リフォームに要する費用が20万円以上の工事
◇助成金額　5万円
■問い合わせ　まるごと売る課商工労政班（☎73‒2135内線355・356）へ

◇増改築・リフォームに要する費用が50万円以上の工事
◇補助金額　工事費の10％（上限15万円）
■問い合わせ　雄勝地域振興局建築課（☎73‒6166）へ

融資あっせん制度

湯沢市住宅リフォーム
資金助成事業

秋田県住宅リフォーム
推進事業

○浄化槽設置整備事業補助金限度額表

※補助金には上記の限度額が設定されていますが、工事費の精算により限度額に達しない場合があります。
また、補助金は予算の状況により途中で締め切る場合があります。
※人槽は建物の延べ床面積、居住人員から算定された使用水量に応じて増減することができます。
　■問い合わせ　下水道課工務施設班（☎73‒2166内線463～465）へ

 人槽区分

5人槽

7人槽

10人槽

 補助金限度額

484,000円

606,000円

814,000円

5人までの世帯で、建物の延べ面積が160㎡以下の住宅

6人以上の世帯または建物の延べ面積が160㎡を超える住宅

2世帯などで、台所と浴室がそれぞれ2カ所以上ある住宅

要　件（建物の用途によって異なる場合があります）

下水道の利用区域が広がりました下水道の利用区域が広がりました

平成26年度供用開始区域

字　名 愛宕町五丁目・若葉町・南台の一部　

平成26年度供用開始区域

字　名 字沖田・字前島・桜通り・杉沢新所字砂田・字千刈の一部
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NN
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　市外の文化・スポーツ団体を対象に、地域の活性化に向けた合宿などを誘致します。
市内の宿泊施設の利用促進ならびに文化・スポーツによるにぎわいの創出を目的とし
て、実施する合宿などの宿泊費の一部を助成します。
　詳細は、まるごと売る課まるごと政策班（上記連絡先）まで問い合わせください。

湯沢市文化・スポーツ
地域にぎわい創出事業補助金

団体対象事業市 外

◤湯沢市チャレンジ補助金　◤湯沢市きらめき女子会応援事業補助金　◤伝統的工芸品使用拡大支援補助金◤湯沢市チャレンジ補助金　◤湯沢市きらめき女子会応援事業補助金　◤伝統的工芸品使用拡大支援補助金

湯沢市は“がんばっている人”を
応援します ○問い合わせ　まるごと売る課まるごと政策班

（☎73-2135内線351・352）　　

▼
補
助
対
象
事
業　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
二
十
七
年
三
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

が
対
象
で
す
。

①
新
し
い
産
業
分
野
へ
の
進
出
や
、
新
商
品
開
発
、

　

観
光
誘
客
等
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
実
践

　

す
る
事
業

②
商
談
会
・
展
示
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
、

　

市
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
す
る
事
業

③
海
外
市
場
へ
の
進
出
（
出
店
）
や
、
海
外
の
展
示

　

商
談
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
ま
た
は
新
た
な
取

　

り
組
み
を
実
践
す
る
事
業

※

申
請
前
に
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
補
助
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
産
業
振
興

や
地
域
活
性
化
の
た
め
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
で
、

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

補
助
対
象
で
す
。

　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

②
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
人

　

③
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

　

④
市
内
に
活
動
拠
点

　
　

を
有
す
る
団
体

▼
補
助
対
象
事
業　

次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
二
十
七
年
三
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

が
対
象
で
す
。

①
情
報
の
収
集
な
ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

　

事
業

②
情
報
発
信
ま
た
は
販
路
開
拓
、
観
光
誘
客
の
拡
大

　

に
つ
な
が
る
事
業

③
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品
提
案
事
業

※

申
請
前
に
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
補
助
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
の
産
業
振
興

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
女
性
団
体
等
で
、
次
の
①
・

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体
が
対
象
で
す
。

①
市
内
の
製
造
業
、
販
売
業
ま
た
は
温
泉
宿
泊
な
ど

　

の
観
光
業
に
従
事
す
る
女
性
で
組
織
す
る
団
体

②
産
業
振
興
に
資
す
る
活
動
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る

　

女
性
で
組
織
す
る
団
体

◇
補
助
額　

上
限
五
十
万
円

※

補
助
対
象
経
費
に
よ
り
補
助
率
が
変
わ
り
ま
す
。

◇
審
査　

申
請
受
理
後
、
審
査
会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン
）
を
行
い
、
事
業
内
容
が
適
当
と
判
断
さ

　

れ
た
事
業
を
採
択
し
ま
す

◎
二
事
業
の
共
通
事
項　
　

△

湯沢市
チャレンジ
補助金

市民経済の活性化を図る
ことを目的として、地域
での先進的な経済活動ま
たは先駆的な産業振興活
動に積極的かつ果敢に挑
戦する事業に対し、経費
の一部を補助します。

湯沢市
きらめき女子会
応援事業補助金

市民経済の活性化を図る
ことを目的として、女性
団体が実施する市の製造
業や販売業、観光業など
を活況に導くための活動
に必要な経費の一部を助
成します。

湯
沢
市
国
民
健
康
保
険

◎医療費の自己負担割合が変わります

26年度に70歳となる人から
医療費の自己負担割合が
２割負担になります
【平成26年4月2日～5月1日に70歳の誕生日を迎える人は、5月の診療から2割負担になります】

　

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
人
が
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
際
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
は
原
則
二
割
で
す
が
、
負
担
軽
減
の
た
め
、

特
例
に
よ
り
一
割
に
凍
結
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
段
階
的
に

二
割
に
戻
さ
れ
ま
す
。
二
十
六
年
度
か
ら
新
た

に
七
十
歳
に
な
る
人
か
ら
二
割
負
担
に
戻
し
、

三
十
一
年
度
に
は
、
七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま

で
の
人
が
二
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
は
「
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す

▽
70
歳
に
な
る
ま
で
は
３
割
負
担
で
す

▽
医
療
機
関
を
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

　

・
健
康
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

○
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年
金
班

　

（
☎
73
２
１
１
６
内
線
１
２
４
〜
１
２
７
）

◎70歳以上の人がお医者さんにかかると
　きの自己負担割合は・・・

◎70歳以上でも、現役世代並みの所得が
　ある人は３割負担となります。

　△昭和19年４月２日以降に生まれた人
　　⇒【２割】です（誕生月の翌月から）
　△昭和19年４月１日以前に生まれた人
　　⇒【１割】のままです（特例が適用）

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
（
☎
０
１
８
ー
８
５
３
ー
７
１
５
５
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.akita-kouiki.jp/

の
左
枠
「
保
険
料
に
つ
い
て
」
内
▲

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
賦
課
限
度
額
と

　

軽
減
措
置
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、

二
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の
保
険
料
率
（
均

等
割
額
＝
三
万
九
千
七
百
十
円
／
所
得
割
額

＝
八
・
〇
七
％
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

賦
課
限
度
額
が
五
十
五
万
円
か
ら
五
十
七
万

円
に
変
わ
り
ま
す
。

　

所
得
割
額
の
軽
減
措
置
（
被
保
険
者
本
人

の
総
所
得
金
額
等
が
五
十
八
万
円
以
下
＝
五

割
削
減
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得

が
一
定
以
下
の
世
帯
の
人
に
適
用
さ
れ
る
保

険
料
の
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
は
、
五
割
軽

減
と
二
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
後
の
保
険
料
率
に
基
づ
く
二
十
六
年

度
の
保
険
料
額
は
、
七
月
中
旬
こ
ろ
に
皆
さ

ん
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　

口
座
振
替
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
平
成

二
十
五
年
度
ま
で
、
納
期
ご
と
に
口
座
振
替

結
果
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
二

十
六
年
度
か
ら
は
、
経
費
削
減
と
口
座
振
替

結
果
通
知
書
紛
失
防
止
な
ど
の
た
め
、
年
一

回
の
通
知
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
期
間
は
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
口
座
振
替
分
と
し
、
通
知
時
期
は
翌
年

の
一
月
十
日
こ
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
「
口
座
振
替
結
果
通
知
」
が

変
わ
り
ま
す

●均等割額の軽減措置
（軽減割合は変更ありませんが、５割軽減および２割軽減の対象が拡大されます）

世帯主および被保険者の総所得金額
などが下記の基準を超えない世帯

基礎控除額（330,000円）＋245,000円
×被保険者の数

基礎控除額（330,000円）＋450,000円
×被保険者の数

軽減
割合

均等割額
H25年度まで

５割軽減「基礎控除額（330,000円）＋245,000円×被保険者の数（世帯主で
ある被保険者を除く）」
２割軽減「基礎控除額（330,000円）＋350,000円×被保険者の数」

参考（改正前）

均等割額
H26年度から

5割 19,855円

2割 31,768円

19,855円

31,768円

◎補助対象事業　市内に所在する宿泊施設または店舗等で、業務用に使用する食器等
　　　　　　　　「川連漆器」の購入経費。ただし、運搬等に係る諸経費、消費税お
　　　　　　　　よび地方消費税を除いた総額が10万円以上のものに限ります。
◎補助額（上限）50万円（千円未満の端数は切り捨て）
※補助率は、補助対象経費の１／２以内。
　詳細は、まるごと売る課まるごと政策班（上記連絡先）まで問い合わせください。

伝統的工芸品
使用拡大支援補助金

伝統産業の振興と観光等への魅
力付けによる誘客を目的に、業
務用「川連漆器」の使用拡大を
図るため、購入経費の一部を助
成します。



　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、祝
日、年末年始を除いて9日目以降のお渡しになりま
す。旅行日程などを考慮して、余裕を持って申請し
てください。
　お急ぎの場合は、県庁でも手続きができますが、
その際は市が発行する書類が必要になりますので、
パスポート窓口までお問い合わせください。
◎取扱時間と窓口
　【取扱時間】　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　　午前8時30分～午後5時
　　　　　　　※県庁に照会が必要な場合もありま
　　　　　　　すので、時間に余裕を持っておいで
　　　　　　　ください。午後5時を過ぎると、県
　　　　　　　庁に照会ができなくなります。
　【取扱窓口】　市民課住民班
　　　　　　　（☎73‒2116内線121～123）

パスポートの申請は◁
余裕を持った手続きで◁

　

こ
の
作
業
料
金
は
、
あ
く
ま
で
標
準
料
金
で

す
。
燃
料
等
の
価
格
変
動
、
水
田
や
農
地
の
条

件
や
作
業
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

地
域
ま
た
は
当
事
者
間
で
協
議
し
て
決
め
て
く

だ
さ
い
。

□
湿
田
や
倒
伏
な
ど
に
よ
る
困
難
な
作
業
の
場

　

合
は
、
二
割
増
し
を
限
度
と
し
て
当
事
者
間

　

で
協
議
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
湯
沢
市
標
準
農
作
業
料
金
表

□
倒
伏
や
病
虫
害
な
ど
に
よ
っ
て
く
ず
米
が
多

　

く
な
る
場
合
の
ほ
か
、
燃
料
等
の
価
格
変
動

　

が
著
し
い
場
合
は
、
当
事
者
間
で
協
議
し
て

　

決
め
て
く
だ
さ
い
。

□
こ
の
料
金
は
、
各
作
業
を
受
託
者
が
全
て

　

行
っ
た
場
合
の
料
金
で
す
。

□
こ
の
料
金
は
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
分

　

を
含
み
ま
す
。

平成26年4月湯沢市標準農作業料金検討協議会

（単位：円）
作　　業　　名 金　　額 単　　位 備　　　　　考

耕起5,500円・代掻き6,100円10ａ当り整 理 田

未整理田

整 理 田

未整理田

整 理 田

未整理田

稚　　苗

中　　苗

整 理 田

未整理田

10ａ当り

1ｍ当り畦　　　畔　　　塗　　　り

耕　　　　　起　　　　　（畑）

籾　摺　り　・　調 　 製

精　　　　　　　　　　　　米

オ ペ レ ー タ ー 賃 金

10ａ当り

10ａ当りハ　ー　ベ　ス　タ

バ　イ　ン　ダ　ー

生　　　乾　　　燥

補　　助　　乾　　燥

普 通 作 業 賃 金

軽　作　業　賃　金

10ａ当り

1時間当り

玄米60㎏当り

玄米60㎏当り

1日（8時間）
当り

10ａ当り

10ａ当りコンバイン

収　　穫

乾　　燥

労　　賃

玄米60㎏当り

1箱当り

耕 起 ・ 代 か き

育　　　　　　　　苗

耕起6,400円・代掻き7,200円

2回掘りとする。

くず米も含む。

籾運搬作業を含む。

男女とも同一賃金とする。

いもち病の薬剤処理は
別途加算とする。

肥料代は別料金とする。
苗運搬費は含まない。

11,600
13,600
5,900
7,000
6,400
7,500
660
660
40

6,700
18,300
20,300
8,800
7,300
1,000
550
500
600
6,500
5,500
1,500

機　械　田　植

側
条
な
し
側
条
機
械

学力診断テストは無料でも…
高額な学習教材の契約に注意!

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所１階
　☎72－0874）へ

　無料や少額の学力診断テストの後に、高額
な学習教材や学習指導の契約を勧められる相
談が寄せられています。
　複数年、複数科目をセットで勧められるこ
とが多く、契約した時点では教材が子どもに
合うのかどうか、また長期間使い続けること
ができるかどうかは分かりません。
　契約する場合は、契
約書をよく読み、教材
の内容や解約などの条
件についてよく確認す
ることが大切です。

パスポート窓口からのお知らせパスポート窓口からのお知らせパスポート窓口からのお知らせ
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今
年
の
冬
は
、
市
内
の
各
地
で
管
理
が
不

十
分
な
空
き
家
の
倒
壊
が
相
次
い
で
発
生
し
、

壊
れ
た
建
物
の
部
材
が
飛
散
す
る
こ
と
を
心

配
し
た
住
民
か
ら
市
に
多
数
の
通
報
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
建
物
の
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
義
務
が

あ
り
、
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
が
原
因
で
他
人

に
損
害
を
与
え
る
と
、
賠
償
責
任
を
負
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
に
は
、
冬
期
間
の
雪
対
策
の
ほ
か

に
左
図
の
よ
う
な
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

周
辺
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
巡
回
し
、

日
ご
ろ
の
管
理
は
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

川
地
区
セ
ン
タ
ー
、
高
松
地
区
セ
ン
タ
ー
、

　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
グ

　

リ
ー
ン
ゆ
ざ
わ
、
三
関
ゆ
め
蔵
ぶ
、
フ
ジ

　

ヤ
マ
ク
リ
ー
ン
、
稲
川
勤
労
青
少
年
ホ
ー

　

ム
、
各
総
合
支
所

※

運
び
や
す
い
容
器
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

に
入
れ
て
、
右
記
の
回
収
拠
点
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
後
、
期
間
の
あ
い
た
古
い
油

や
、
何
度
も
使
用
し
、
黒
く
な
っ
た
油
は
、

酸
化
し
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
せ
ん
。　

◎
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環

　

境
班
（
☎
73
2
1
1
5
内
線
1
1
6
・
1

　

1
7
）
へ

　

市
で
は
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ

油
を
回
収
・
精
製
し
て
、
軽
油
の
代
替
燃
料

と
し
て
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

　

精
製
さ
れ
た
燃
料
は
、
農
機
具
や
市
が
所

有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
、
ご
み
の
減
量
化
に
、

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
山
田
地
区
セ

　

ン
タ
ー
、
三
関
地
区
セ
ン
タ
ー
、
弁
天
地

　

区
セ
ン
タ
ー
、
幡
野
地
区
セ
ン
タ
ー
、
須

空
き
家
の
適
切
な

　
　  
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）　

　
　
　

③防犯、防火対策（施錠
　し、燃えやすいものは
　保管しない）

①害虫対策（アメシロ、
　ハチなどの駆除、雑草
　の処理）

②動物の侵入防止（野良
　猫、ヘビなど）

⑥腐朽による倒壊の防止
　（雨水の浸入を防ぐ、
　シロアリの駆除など）

⑤ゴミの不法投棄の防止
　（定期的な巡回と清掃）

④壊れた部材の飛散防止
　（定期的な巡回と補修）

どのような
管理が必要
なのでしょう

天ぷらなどを揚げて
いらなくなった油

油が冷めてから
容器に入れて保管

運びやすい容器で
回収拠点に持参

二酸化炭素削減で
環境問題に貢献！

ＢＤＦはトラック
などの燃料に使用

回収した食用廃油から
ＢＤＦを精製

1

2

3

6

5

4

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

　

市
で
は
、
破
損
や
腐
朽
な
ど
で
著
し
く
危

険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
空
き
家
に
限
定
し

て
、
解
体
撤
去
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
額　

解
体
撤
去
費
用
の
2
分
の
1

　
（
上
限
50
万
円
）

◎
申
し
込
み
期
限　

7
月
末
日
ま
で

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
空

き
家
を
所
有
し
、
お
困
り
の
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー
く

　

聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
5
内
線
1
1

 

2
〜
1
1
4
）
へ

●
老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
に

　
　
　
　
　
　
　

解
体
撤
去
費
助
成

●
回
収
拠
点

2014.04.15
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○
と　

き　

5
月
か
ら
平
成
27
年
2
月
ま

　

で
の
毎
月
第
三
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜

　

午
後
3
時
（
10
月
は
第
四
水
曜
日
に
行

　

い
、
8
月
は
休
講
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
、
湯
沢
雄
勝

　

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

▼
午
前
＝
一
般
教
養
講
座
／

　

講
演
ほ
か
▼
午
後
＝
実
技
コ
ー
ス
／
①

　

大
人
の
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ス
②
フ
ィ
ッ

　

ト
ネ
ス
コ
ー
ス
③
ペ
ン
字
・
毛
筆
コ
ー

　

ス
④
初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
コ
ー
ス
⑤

　

簡
単
デ
ジ
カ
メ
コ
ー
ス

○
受
講
料　

二
千
円
（
材
料
費
は
別
途
）

○
対　

象　

年
間
を
通
し
て
、
午
前
・
午

　

後
と
も
に
受
講
で
き
る
人

○
申
し
込
み　

4
月
21
日
㈪
午
前
8
時
30

　

分
か
ら
、
受
講
料
を
添
え
て
、
左
記
へ

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明
確

に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
お
い
て

個
人
保
証
が
不
要
②
多
額
の
個
人
保
証
を

行
っ
て
い
て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前

に
、
早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し

た
際
に
一
定
の
生
活
費
な
ど
が
残
る
③
保

証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し
き
れ
な
い
債

務
残
額
は
原
則
と
し
て
免
除
、
な
ど
を
定

め
た
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の

下
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

　

構
東
北
本
部
（
☎
0
2
2
―
7
1
6
―

 

1
7
5
1
）
へ

○
と　

き　

5
月
17
日
㈯
〜
6
月
1
日
㈰

　

／
平
日
＝
午
後
5
時
30
分
〜
9
時
、
土

　

・
日
曜
日
＝
正
午
〜
午
後
9
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
商
工
会
議
所
2
階

○
参
加
料　

六
千
円
（
初
日
に
徴
収
）

○
定　

員　

40
人

【
初
心
者
事
前
講
習
】

・
と　

き　

5
月
13
日
㈫
午
後
7
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団

　

法
人
湯
沢
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
73
0

 

4
1
5
）
へ

○
と　

き　

4
月
19
日
㈯
／
午
後
6
時
開   

　

場
／
午
後
6
時
30
分
開
演

○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
指　

揮　

大お
お

野の

多た

加か

志し

さ
ん

○
入
場
喫
茶
券　

五
百
円
（
小
学
生
以
下

　

無
料
）　

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団
事

　

務
局
麻
生
（
☎
0
9
0
―
1
0
6
8
―

 

6
7
1
8
）
へ

○
と　

き　

4
月
20
日
㈰
〜
29
日
㈫
／
午

　

前
9
時
〜
午
後
8
時
（
初
日
は
正
午
か

　

ら
の
展
示
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
ゆ
ざ

　

わ
古
関
（
☎
73
3
8
2
4
）へ

○
営
業
期
間　

4
月
26
日
㈯
〜
11
月
中
旬

○
営
業
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

　

時
30
分
（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

○
入
館
料　

大
人
＝
四
百
三
十
円
、
中
学      

　

生
以
下
＝
二
百
十
円

※
五
月
五
日
㈪
は
中
学
生
以
下
の
入
館
料

無
料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

稲
庭
城
（
☎
43
2
9
2

 

9
）
へ

○
と　

き　

4
月
26
日
㈯
／
午
後
1
時
30

　

分
開
講

○
と
こ
ろ　

院
内
地
区
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ

　

と
館
前
）

○
講　

師　
「
た
て
や
ま
」
職
員

○
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
が
ち
ふ

　

る
さ
と
学
校
会
田（
☎
78
6
0
2
7
）へ

　

五
月
三
十
一
日
㈯
ま
で
、
湯
沢
市
緑
化

推
進
協
議
会
で
は
「
緑
の
募
金
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
学
校
、
職
場
、
公
園
な
ど
の

環
境
緑
化
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
支

援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
緑
化
推
進
協
議

　

会
（
市
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班
内
☎

　

73
2
1
3
3
内
線
3
1
8
･
3
1
9
･

 

3
2
1
）
へ

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
ゆ
ざ
わ

写
真
展

第
25
回 

湯
沢
市
民
管
弦
楽
団

ミ
ニ
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
26
年
度

「
緑
の
募
金
」

運
動
実
施
中

家
庭
で
で
き
る介

護
実
践
講
座

稲
庭
城
・
古
舘
庵
オ
ー
プ
ン

2014.04.15
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平
成
26
年
度

湯
沢
市
民
大
学
受
講
生
募
集

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎

絵
ど
う
ろ
う
講
習
会

参
加
者
募
集

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
資
源
ご
み
団
体
回
収
促
進
奨
励
金
】

　

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
団
体
に
対

し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
所
定

の
申
請
書
と
請
求
書
に
、
回
収
業
者
か
ら

の
買
取
証
明
書
を
添
え
て
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
年
度
、
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
、
一
団
体
三
回
ま
で
申
請
可
能
。

・
奨
励
金
額　

一
回
の
回
収
に
つ
き
二
千

　

五
百
円

・
最
低
回
収
量　

一
回
の
回
収
に
つ
き
ビ

　

ン
類
＝
百
本
以
上
、
紙
類
・
金
属
類
＝

　

百
kg
以
上

・
申
し
込
み
締
め
切
り　

団
体
回
収
を
行

　

行
っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内

【
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

設
置
整
備
事
業
補
助
金
】

　

町
内
で
設
置
す
る
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

修
理
す
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
す
る
た
め
、
予
算
の
状
況
に
よ
り
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
補
助
金
額　

集
積
ボ
ッ
ク
ス
一
基
に
つ

　

き
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
上
限
が
6

　

万
円
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

　

相
談
課
生
活
環
境
班
（
☎
73
2
1
1
5

 

内
線
1
1
6
･
1
1
7
）へ

　

初
め
て
の
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。

【
ハ
ン
グ
ル
講
座
】（
全
20
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

　

／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

佐さ

藤と
う

淑よ
し

子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
13
日
㈫
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

【
着
物
着
付
け
講
座
】（
全
7
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

　

／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講　

師　

高た
か

橋は
し

ト
シ
子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
14
日
㈬
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

【
生
け
花
講
座
】（
全
10
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
一
回
木
曜
日
／
午

　

後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

阿あ

部べ

眞ま

知ち

子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
15
日
㈭
午
後
6
時
30
分

・
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
と
は
別
に
花
代
と
し
て
一
回
当

た
り
千
円
程
度
の
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

【
茶
の
湯
講
座
】（
全
20
回
）

・
と　

き　

原
則
毎
月
第
一･

二
火
曜
日

　

／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

・
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
講　

師　

阿あ

部べ

静し
ず

子こ

さ
ん

・
開
講
式　

5
月
20
日
㈫
午
後
6
時
30
分

・
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

○
受
講
料　

各
講
座
五
百
円

○
受
講
資
格　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

　

務
す
る
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

受
講
料
を

　

添
え
て
、
4
月
25
日
㈮
ま
で
、
湯
沢
勤

　

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
73
1
1
3
2
内

 

線
6
9
6
･
6
9
7
）へ

　
「
御
日
記
」
は
、
江
戸
時
代
の
天
和
二

年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
百
八
十
七
年
間

を
記
録
し
た
二
百
七
十
冊
に
も
及
ぶ
公
用

日
記
で
、
当
時
の
社
会
事
情
を
知
る
貴
重

な
史
料
と
し
て
、
秋
田
県
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
十
巻
は
享
保
十
七
年
か
ら
延
享
元
年

ま
で
の
十
一
年
分
を
収
録
。
西
国
・
中
国

地
方
に
て
不
作
と
な
り
上
方
で
は
米
価
が

高
騰
し
世
情
不
安
で
あ
る
た
め
不
審
者
が

入
国
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
、
栗
駒

山
が
噴
火
し
た
こ
と
、
南
家
八
代
義よ
し

伯の
り

が

急
逝
し
、
嫡
子
義よ
し
ゆ
き舒
が
幼
弱
な
た
め
義
伯

の
弟
義
持
が
看か

ん

抱ぼ
う

養
子
と
な
り
禄
高
の
三

分
の
一
を
減
ぜ
ら
れ
五
千
五
百
三
十
四
石

に
し
て
家
督
相
続
し
た
こ
と
、
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
頒
布
価
格　

八
千
円
（
税
込
み
）

○
仕　

様　

Ａ
5
判
／
本
文
907
ペ
ー
ジ

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習

　

課
社
会
教
育
文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3

 

内
線
6
2
4
・
℻
72
8
5
1
5
）
へ　

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
10
年

・
構
造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃　

二
万
三
千
六
百
〜
三
万
五
千
百

　

円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

○
募
集
期
間　

4
月
16
日
㈬
〜
24
日
㈭

　
（
受
け
付
け
は 

、午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

　

課
建
築
住
宅
班
（
☎
73
2
1
5
6
内
線

 

4
3
3
･
4
3
4
）へ 

く
ら
し
の
相
談
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
佐
竹
南
家
御
日
記
」

翻
刻
本
第
十
巻
発
刊

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.04.15
8

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

一
般
教
養
講
座

受
講
生
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
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【
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
】

　

麻
し
ん
や
風
し
ん
は
、
発
熱
や
発
疹

を
主
な
症
状
と
し
ま
す
が
、
ま
れ
に
重

症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接

種
を
二
回
受
け
る
こ
と
で
ほ
ぼ
全
員
が

免
疫
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象

者
は
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
料
金
無

料
）。
な
お
、
流
行
期
前
の
4
月
か
ら
6

月
ま
で
に
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

協
力
医
療
機
関

○
対　

象　

一
期
＝
1
歳
児
／
二
期
＝　

　

5
〜
6
歳
の
年
長
児

○
持
ち
物　

接
種
券
・
予
診
票
・
母
子

　

健
康
手
帳

【
風
し
ん
任
意
予
防
接
種
費
用
を

　
　
　
　
　
　
　

全
額
助
成
し
ま
す
】

　

風
し
ん
が
昨
年
か
ら
首
都
圏
を
中
心

に
流
行
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
流
行

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
妊
娠
を
予
定
し

て
い
る
女
性
な
ど
に
対
し
予
防
接
種
費

用
一
回
分
を
助
成
し
ま
す
。

○
対　

象　

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希

　

望
し
て
い
る
女
性
、
②「
①
」
の
夫
、

　

③
妊
婦
の
夫

※

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

と
風
し
ん
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接

種
済
み
の
人
は
除
く
。

○
申　

請　

接
種
前
に
健
康
対
策
課
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
で
申
請

※

で
き
る
限
り
、
対
象
者
の
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
③
の
人

は
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期　

間　

平
成
27
年
3
月
31
日

○
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛

　

生
班
（
☎
73
2
1
2
4
内
線
2
5
1

　

〜
2
5
3
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

♦
法
人
市
民
税

　

法
人
市
民
税
と
は
、市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る
法
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。

　

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
法
人
・
団
体
な
ど
に
は
、

法
人
市
民
税
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※

法
人
格
の
な
い
団
体
な
ど
で
も
、
収

益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
「
法
人
」

と
同
様
に
申
告
が
必
要
で
す
。

※

公
共
法
人
お
よ
び
公
益
法
人
な
ど
の

一
部
と
、
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
法
人

格
の
な
い
社
団
な
ど
は
法
人
市
民
税
の

申
告
が
不
要
で
す
。

※

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
）
も
、
届
け
出
・
申
告
が
必
要
で
す
。

♦
法
人
の
届
け
出
な
ど

　

①
新
た
に
事
務
所
・
事
業
所
を
設
置

　
　

し
た
場
合

　

△

市
内
に
新
た
に
事
務
所
・
事
業
所

　
　

を
設
置
し
た
場
合
は
、
事
業
開
始

　
　

な
ど
の
日
か
ら
二
カ
月
以
内
に
設

　
　

置
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

②
す
で
に
解
散
・
廃
業
・
休
業
し
て
い

　

る
場
合

△

速
や
か
に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て

　

く
だ
さ
い

③
届
け
出
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

　

合

△

法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者
・

　

資
本
金
な
ど
に
変
更
あ
っ
た
場
合
は
、

　

速
や
か
に
そ
の
旨
の
届
け
出
を
し
て

　

く
だ
さ
い

♦
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た

電
子
申
告
な
ど
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
法
人
市
民
税
の
申
告
お
よ
び
届
け

出
が
、
郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.eltax.jp/

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
班

　
（
☎
73
2
1
1
8
内
線
1
3
8
）
へ

法
人
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

法
人
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
が
参

加
し
、
共
に
助
け
合
い
、
地
域
や
社
会
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
や
事
業
に

対
し
、
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
団
体　

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、

　

地
域
活
動
や
福
祉
活
動
を
目
的
と
す
る

　

非
営
利
な
民
間
団
体

○
応
募
方
法　

5
月
30
日
㈮（
必
着
）ま
で
、

　

各
地
区
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
備

　

え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
要
項
、
申
請
書
類
は
湯
沢
市
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
共
同
募
金
会
事

　

務
局
（
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎

　

73
8
6
9
6
）
へ

○
と　

き　

6
月
16
日
㈪
〜
9
月
12
日
㈮              

　

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
10
分

○
と
こ
ろ　

Ｏ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯
沢
校

○
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
全
般
、
イ
ン
ス
ト

　

ラ
ク
シ
ョ
ン
技
法
と
演
習
な
ど

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

14
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
21
日

　

㈪
か
ら
5
月
21
日
㈬
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
湯
沢
（
☎
73
6
1
1
7
）
へ

○
と　

き　

5
月
21
日
㈬
、
6
月
18
日
㈬ 

　

／
午
後
5
時
15
分
〜
6
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

　

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

○
定　

員　

各
回
4
人

○
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン          

　

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

 

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
公
募
助

成
金
事
業
〜
じ
ぶ
ん
の
ま
ち

を
良
く
す
る
し
く
み
〜

求
職
者
支
援
訓
練
パ
ソ
コ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
科

受
講
者
募
集

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

2014.04.15
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原
材
料
と
重
機
等
機
械

　
　
　
　
　
　
　
借
り
上
げ
へ
の
助
成

農
業
用
施
設
整
備
の
た
め
の

　
市
内
の
農
業
施
設
の
機
能
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
に
、
砕
石
・
生
コ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
な
ど
の
材
料
や
重
機
の
借
り
上
げ

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

二
分
の
一
を
上
限
と
し
て
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
に
つ
い
て
は
受
益
者
側
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
②
農
業
用
道
路

　
③
農
地
ま
た
は
農
作
物
の
災
害
を
防
止

　
　
す
る
た
め
必
要
な
施
設

※

県
営
ほ
場
整
備
さ
れ
た
農
地
と
土
地
改

良
区
管
轄
地
で
の
作
業
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
団
体

　
受
益
面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で
、
受
益

　
者
が
3
人
以
上
い
る
団
体
（
申
請
は
受

　
益
者
の
代
表
者
が
行
う
こ
と
）

■
助
成
額

【
原
材
料
】

•
費
用
が
20
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
の
場
合
＝
10
万
円
（
上
限
）

【
重
機
等
機
械
借
り
上
げ
】

•
費
用
が
10
万
円
以
下
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
費
用
の
1
／
2

•
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）

　
＝
5
万
円
（
上
限
）

■
申
請
　

　
代
表
者
が
作
業
予
定
箇
所
の
位
置
図

　（
写
真
で
も
可
）
と
印
鑑
（
申
請
者
ま

　
た
は
各
種
団
体
な
ど
の
も
の
）
を
持
参

　
し
、
農
林
課
に
て
、
申
請
書
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い

■
申
請
受
付
期
間
　

　
4
月
15
日
㈫
〜
5
月
30
日
㈮
（
平
日
の

　
み
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　
分
（
こ
の
期
間
以
外
の
受
け
付
け
は
原

　
則
行
い
ま
せ
ん
）

■
審
査
　

　
申
請
受
理
後
、
農
林
課
で
現
地
調
査
を

　
行
い
、
事
業
内
容
な
ど
が
適
当
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
通
知
し
ま
す
。
審
査
の

　
結
果
、
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

　
助
成
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん

○
問
い
合
わ
せ
　
農

　
林
課
農
地
森
林
整

　
備
班
（
☎
73
2
1

 
3
3
内
線
3
1
8

 
･
3
1
9
）



　後納制度を利用すると、過去10年間に納め忘れた保険料を納付することで、将来の年金額を増やすことが
できます。
　また、年金を受給できなかった人は、後納制度を利用することで、年金を受けられる場合があります。
　過去10年以内に納め忘れの保険料がある人は、ぜひ後納制度を利用してください。
　後納制度が利用できる期限は、平成27年9月30日までになっています。お早目に申し込みください。

国民年金後納制度で将来の年金額を増やすことができます国民年金後納制度で将来の年金額を増やすことができます

※問い合わせの際は、基礎年金番号が分かるものを用意してください。
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７時まで相談を
受付します。
※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日から1月3日までは利用できません。
※「0570」の最初の 「0」を省略したり、市外局番を付けたりして間違
い電話になっているケースが発生しています。十分に注意してください。

▷お知らせ◁

○国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）
　☎０５７０－０１１－０５０
　◤一般の固定電話からかけた場合
　　……全国どこからでも市内通話料金です
　◤携帯電話などからかけた場合
　　……通常の通話料金がかかります
○０５０から始まる電話でかける場合
　０３－６７３１－２０１５（通常の通話料金です）

○受付時間
　◤月　曜　日　午前8時30分～午後7時
　◤火～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　◤第2土曜日　午前9時30分～午後4時

　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を偶数月の15日号で紹介します。
はしもと こ

●第24回　テーマ 「自分を責めすぎずに問題を解決する方法」

心のリラックスタイム

13
2014.04.15

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　毎月1回行っています。年間予定表は広報ゆざわ4月
1日号に折り込んでいます。
　利用を希望する人は、事前に下記までお問い合わせく
ださい。

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2124 内線 254 ～ 256）へ

　皆さんは問題が起きるとどうしますか。原因を探って
解決しようとしませんか。例えば、機械の故障ならば、
原因を探り、修理すると直ることが多いですね。
　しかし、その感覚で人間関係がうまくいかなかったと
きに原因を探ると、相手が悪いと感じたときにその人を
攻撃してしまったり、自分がダメだからだと思えば、自
分を責めて落ち込んだりしてしまうことになります。
　そうすると、問題を解決するどころか、問題がますま
す深刻になってしまうことが多々あります。
　そこで、今回は問題が深刻にならず、ユニークに解決
する方法を紹介します。それは、自分の内面にある問題
や悩みを自分と分けて、外に出す 「外在化」 という方法
です。手順は次のとおりです。
①自分の内面にある問題や悩みをいったん外に出し、名
　前を付ける
　例えば、イライラする問題なら “イライラ虫” など
②自分を困らせる要因が発生したら、その虫のせいだと
　気持ちと考えを切り離して考える
　例えば、自分がイライラし始めると、“イライラ虫が自
　分を困らせている” と考える

●人口
　 男
　 女

49,459人
23,564人
25,895人

………
………
………

（－266人）

（－127人）

（－139人）●世帯数 18,202世帯… （－20世帯）

前月比

前月比
3月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

③その虫の扱い方を考える
　虫の生態をよく観察する。出没時間、好物、苦手なも
　の、その虫の与える被害状況等
④その虫の対処方法を考える
　戦う、かわす、逃げる、手なずける、かわいがる等、
　さまざまな方法を試す

　内面と向き合うことも大事ですが、自分を責めて落ち
込んでばかりいられないときに「外在化」はお勧めの方
法です。悪者を作らずに問題を解決する方法の一つで、
自分や他者を責めず、尊重して元気にする方法です。

後納制度の申し込み・納付書再発行の問い合わせは後納制度の申し込み・納付書再発行の問い合わせは

平成26年度の国民年金保険料額は【月額15,250円】です平成26年度の国民年金保険料額は【月額15,250円】です
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設
備
投
資
を
行
っ
て
、
新
た
に
正
規
職
員
を
雇
用
す
る

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
対
象
事
業
所　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業
所

　

①
売
り
上
げ
増
加
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資
額
が
二
百

　
　

万
円
以
上

　

②
従
業
員
規
模
が
20
人
（
商
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
は

　
　

5
人
）
以
下
の
場
合
は
1
人
以
上
、
20
人
を
超
え
る

　
　

場
合
は
2
人
以
上
の
湯
沢
市
民
を
雇
用
す
る
事
業
者

　

※

新
た
に
雇
用
す
る
正
規
職
員
は
湯
沢
市
民
に
限
る
。

　

③
申
請
日
か
ら
1
年
以
内
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
31

　
　

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
設
備
投
資
お
よ
び
正

　
　

規
職
員
の
雇
用
が
完
了
す
る
事
業

　

④
申
請
日
を
起
算
日
と
し
て
、
6
カ
月
前
か
ら
雇
用
す

　
　

る
日
の
6
カ
月
後
ま
で
、
当
該
事
業
所
の
労
働
者
を

　
　

解
雇
し
て
い
な
い
事
業
者

　

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い
事
業
者

○
補
助
金　

設
備
投
資
額
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

を
除
く
）
の
20
％
（
上
限
三
百
万
円
／
新
た
に
雇
用
す

　

る
正
規
職
員
が
1
人
の
場

　

合
＝
上
限
百
五
十
万
円
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労

　

政
班
（
☎
73
2
1
3
5
内

　

線
3
5
5
〜
3
5
6
）
へ

　

市
で
は
、
中
心
市
街
地
で
新
た
に
事
業
を
始
め
た
い
人

の
た
め
に
、
試
験
的
に
営
業
す
る
場
を
「
ま
ち
な
か
に
ぎ

わ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
の
事
項
を
確
認
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
対
　
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
在
住
で
新
た
に
起
業
を
希
望
す
る
人

　

②
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場
所
を
有
し
、
公
益
性

　
　

の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体

　

③
学
生
の
う
ち
、
所
属
す
る
学
校
の
協
力
を
得
ら
れ
る

　
　

人

※

二
人
以
上
で
一
店
舗
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
駅
通
り
商
店
街（
サ
ン
ロ
ー
ド
）

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

○
利
用
料　

家
賃
は
無
料
（
光
熱
水
費
と
し
て
1
日
五
百

　

円
負
担
）

○
利
用
期
間　

6
カ
月
以
内
（
更
新
あ
り
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
16
日
㈮
ま
で
、
事
業

　

概
要
書
（
様
式
第
1
号
）、

　

事
業
計
画
書
（
様
式
第

 

2
号
）、
履
歴
書
な
ど

　

を
、
ま
る
ご
と
売
る
課

　

商
工
労
政
班
（
☎
73
2

 

1
3
5
内
線
3
5
5
〜

 

3
5
6
）
へ

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

新
規
起
業
を
目
指
し
て
い
る
人
へ
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

○
対
象
者　

今
ま
で
事
業
を
営
ん
で
い
な
か
っ
た
人
が
、

　

新
た
に
起
業
す
る
場
合
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

　

人

　

①
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
事
業
所
を
開
設
す
る
人

　

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

　

③
市
ま
た
は
市
内
商
工
団
体
が
開
催
す
る
起
業
支
援
の

　
　

た
め
の
講
座
や
指
導
を
受
け
、
起
業
が
確
実
で
具
体

　
　

的
な
計
画
を
有
し
て
い
る
人

　

④
許
認
可
等
を
要
す
る
業
種
を
起
業
す
る
人
に
つ
い
て

　
　

は
、
す
で
に
当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
人
、
ま

　
　

た
は
受
け
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
人

○
補
助
対
象
経
費　

拠
点
費
＝
事
業
所
取
得
費
、
内
外
装
、

　

設
備
、
看
板
な
ど
、
備
品
費
＝
什
器
、
機
械
器
具
な
ど
、

　

広
告
費
＝
新
聞
広
告
、
チ
ラ
シ
作
成
・
配
布
な
ど　

○
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

　

税
を
除
く
）
の
2
分
の
1
以
内
で
、
百
万
円
が
上
限

※

対
象
に
な
ら
な
い
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
農
林

漁
業
、
医
療
業（
病
院
等
）、
金
融
保
険
業
、
風
俗
営
業
な

ど
に
該
当
す
る
も
の
②
平
成
27
年
3
月
末
ま
で
に
事
業
が

完
了
し
な
い
場
合
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
商
工
労

　

政
班
（
☎
73
2
1
3
5
内
線
3
5
5
〜
3
5
6
）
へ　

じ
ゅ
う

が
ん
ば
る
企
業
応
援

　
　  

　
　
設
備
投
資
補
助
金

起
業
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
募
集

が
ん
ば
る
企
業
応
援

　
　  

　
　
設
備
投
資
補
助
金

起
業
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
募
集



湯沢市の
少子化
対策事業

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

も
う
一
度
確
認
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
、何
？ 

〜

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
、
湯

沢
市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
活
動

を
開
始
し
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
「
ジ

オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て
、
湯
沢
市
の
魅
力
を
再

発
見
し
た
」
と
い
っ
た
声
や
「
湯
沢
市
は
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
自

分
が
知
ら
な
い
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声

を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
り
、
日
を
追
う
ご
と

に
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
や
市
民
の

数
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動
が
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
高
く
評
価
さ
れ
、

平
成
二
十
四
年
九
月
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
認
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

　

湯
沢
市
の
大
地
は
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
地
は
何
も
語
り
ま
せ
ん
。
住
民

の
生
の
声
が
、
湯
沢
市
を
訪
れ
た
人
の
心
に

染
み
入
り
、「
湯
沢
市
に
来
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
想
い
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
た

だ
、
ま
だ
ま
だ
「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
難
し
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

再
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

多
く
の
人
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
は

「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
、
何
？
カ
タ
カ
ナ
だ
し
、

ど
う
い
う
意
味
な
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
「GeoPark

（
ジ
オ
パ
ー
ク
）」
は
、
地
球

や
大
地
を
意
味
す
る
「Geo

（
ジ
オ
）」
と

公
園
を
意
味
す
る
「Park

（
公
園
）」
を
合

わ
せ
た
造
語
で
す
。
二
〇
〇
四
年
に
国
際
連

合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
支

援
に
よ
り
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
発
足
し
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「GeoPark

（
ジ
オ
パ
ー
ク
）」
と
い
う
英
語

表
記
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

　
「
ジ
オ（
地
球
）に
親
し
み
、ジ
オ
を
学
ぶ
旅
、

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
場
所
が
ジ
オ

パ
ー
ク
で
す
。
山
や
川
を
よ
く
見
て
、
そ
の

成
り
立
ち
と
し
く
み
に
気
付
き
、
生
態
系
や

人
間
生
活
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
場
所
で
す
。

足
元
の
地
面
の
下
に
あ
る
岩
石
か
ら
宇
宙
ま

で
、
数
十
億
年
の
過
去
か
ら
未
来
ま
で
、
山

と
川
と
海
と
大
気
と
そ
こ
に
住
む
生
物
に
つ

い
て
考
え
る
、
つ
ま
り
地
球
を
丸
ご
と
考
え

る
場
所
、
そ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
」

　

今
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
湯
沢
市
の

大
地
は
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
歳
月

を
か
け
て
出
来
上
が
り
、
私
た
ち
の
足
元
に

男女共同参画・少子化対策
通信
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◆現地で地域の宝を学習する子どもたち

存
在
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
踏
み
し
め
て

い
る
大
地
は
、
よ
そ
の
大
地
と
同
じ
だ
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
り
立

ち
が
違
い
ま
す
。「
あ
な
た
」
と
い
う
人
が
、

こ
の
世
界
に
一
人
し
か
い
な
い
の
と
同
じ
よ

う
に
、「
湯
沢
市
」
も
世
界
に
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
そ
ん
な
世
界
に
一
つ
だ

け
の
場
所
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が

り
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
や
今
ま
で
の
歴

史
、
文
化
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
、五
感（
見
る
・
聞
く
・
触
る
・
味
わ
う
・

嗅
ぐ
）
の
全
て
を
使
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
場
所

で
す
。
ま
た
、地
質
や
歴
史
、伝
統
文
化
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
扱
う
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
切

り
口
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
活
動
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ジ

オ
パ
ー
ク
と
は
？
」
と
聞
か
れ
た
場
合
、「
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
地
域
資
源
だ
」
と
言
う
人
も

い
ま
す
し
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、郷
土
学
習
だ
」

と
言
う
人
も
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
関
わ
れ
ば
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
ゆ
ざ

わ
」
の
大
地
と
、
そ
の
大
地
の
上
で
育
ま
れ

た
人
び
と
の
暮
ら
し
や
伝
統
、
文
化
な
ど
の

良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
以
上
に
、「
ゆ
ざ
わ
」
の
こ
と
が
好

き
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
担
当　

ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

　

進
室
（
☎
73
２
１
３
５
内
線
３
６
１
〜

　

３
６
４
）
へ

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

ジ
オ
パ
ー
ク
の
由
来

　　出会いや結婚、安心の子育てを応援します　　出会いや結婚、安心の子育てを応援します　　出会いや結婚、安心の子育てを応援します

　市では独身男女の出会いや、安心して子どもを産み育てる
ことのできる環境づくり、そして未来を担う子どもたちの健
やかな成長を図るためにさまざまな事業を実施しています。
　今年度は以下のような事業を予定しています。

◆問い合わせ
　企画課男女共同参画・少子化対策室
　（☎73－2113 内線562）

　
　　結婚サポート事業

　

結婚を希望する独身男女の出会いを応援する事業
を実施します。また、あきた結婚支援センターと連
携し、結婚に向けてのサポートを行います。

　　ブックスタート事業

　

７カ月児健診に合わせ、親子のふれあいを深め、
情操豊かな子どもに育つよう絵本の配布と読み聞か
せを行います。

　　子育てガイドブック配布事業

　

市独自の子育てに関わる情報を掲載したガイド
ブックを子育て世帯へ配布します。

　　家庭相談事業

　

育児や家庭内の悩みに迅速に対応し、保育園や幼
稚園での巡回相談を実施するなど、家庭相談員によ
る相談体制の強化を図ります。

　　子育て教育等支援事業

　

市内小・中学校で、講話や体験学習を通じて、次代を
担う子どもが心身ともに健やかに育つよう「いのちの大
切さ、生きる力」を育てる取り組みを行います。

　　子どもの歯の健康増進事業
　5歳児から小・中学生を対象に、フッ素洗口、
歯磨き教室等を実施します。また、１歳6カ月児健
診、3歳児健診の対象者に、個別に各協力医療機関
でフッ素塗布が受けられる塗布券を交付します。

　　ゆざわジオパーク親子ふれあい
　　 学習事業
　親子（小学生対象）で「ゆざわジオパーク」の各
サイトをまわり、湯沢市の成り立ちや自然、産業を
学び、郷土愛を育むジオツアーを実施します。

　　休日保育支援事業
　休日保育を実施している指定保育所以外の私立の
認定保育所に対し、休日保育を実施する場合、必要
経費の一部を助成します。

　　要支援児に対する保育士加配事業

　

要支援児保育の充実のため、保育士を配置する私
立の認定保育所に対し必要経費の一部を助成します。

　　特定不妊治療費助成事業
　妊娠および出産の支援と、経済的・精神的負担の
軽減を図ることを目的に、県で行っている「秋田県
特定不妊治療費助成事業」の限度額を超えた自己負
担分について10万円を限度に助成します。

　　少子化対策啓発活動事業
　毎月1回「男女共同参画・少子化対策通信」を市
広報に掲載し、結婚サポート情報や、イベント開催
情報、育児休業制度、ワーク・ライフ・バランスな
どについてお知らせします。

せんこう
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一年を幸せに過ごせるように
百万遍祈念・大般若祈祷（写真左）

　3月26日、弁天地区林松寺にて「百万遍祈念・大般若祈祷」
が行われ、地元住民が約30メートルの数珠を回しながら、交
通安全・諸願成就などを祈りました。その後、檀家の人たち
が、早朝から準備した精進料理が振る舞われ、住民たちは味
わっていました。

未来のまちづくりを提案
模擬議会

　3月27日、湯沢市議会の議事堂開庁記念とし
て、中学生「まちづくり条例」提案模擬議会が、
湯沢市役所本庁舎本会議場で行われました。
　これは、湯沢北中学校の生徒が、昨年の9月
に議会を傍聴し、湯沢市の「まちづくり」につ
いて、グループ研究を行ってきました。その成
果を生徒が議員提案の形式で説明することによ
り、市政や市議会への興味と理解を深めてもら
うことなどを目的に行われたもの。
　当日は、湯沢北中学校3年生92人が参加。18
人が議員となり、他の生徒は議員役の生徒の補
佐をしたり、傍聴をしたりしていました。由利
議長により議会の開会が宣言されると、中学生
議員から18件のまちづくり条例が提案されまし
た。緊張しながらも、工夫を凝らした資料を使
い、丁寧に説明していました。
　齊藤市長は条例提案について「地域活性化の
参考にしていきたい」と答弁し、和やかな雰囲
気の中、議会が閉会しました。

数珠を回し、ご先祖さまを供養
涅槃会／数珠回し（写真右）

　3月15日、幡野・新田地区の新田会館で、12人が参加して、
数珠回しが行われました。
　これは、毎年、旧暦の2月15日にご先祖さまを供養するた
めに行われているもの。念仏の内容により5回に分けられて
おり、太鼓の音に合わて念仏を唱えながら、約9メートルの
数珠を10回ずつ回していました。ひときわ大きい数珠が自分
に回ってくると、おじぎをしながら額に持っていき、ご先祖
さまを供養していました。

ね はん え

▲

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
、
数
珠
を
回
し
て
い
ま
し
た

▲

み
ん
な
で
協
力
し
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
説
明
を

　

し
て
い
ま
し
た

▲

打
ち
鉦
に
合
わ
せ
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
、
数
珠
を
回
し
ま
す

▲

十
八
人
の
中
学
生
議
員

か
ね

だん か
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▲太田さんが提言について、分かりやすく説明していました

まちづくりに生かそう!
地域自治組織活動報告会

　3月16日、地域自治組織活動報告会が湯沢グランドホ
テルで開催され、120人が参加しました。
　活動報告会では、8件の事例発表がありました。各事
例について、評価市民会議委員から提言や質問がありま
した。
　その後、ＮＰＯ法人矢島フォーラム理事長の太田良行
さんから講評、提言も行われました。講評では、「報告
会を開催し、事例の成果発表をすることはとても良いこ
と」と話し、「評価とは、事例がうまくいったものを情
報共有し、うまくいかなかったものは、みんなで問題点
を考えること」と話していました。提言では、外国人観
光客の誘客についてと題して、「まちづくりの一環とし
て、外国人を呼び込むために、情報提供の環境整備をし
てみては」と話していました。

岩崎の誇りと仰がれる人に!

各地の自慢のたこが競演

水野錬太郎顕彰会卒業祝い記念品贈呈式
　3月2日、ふるさとふれあいセンターにおいて、岩崎
地区出身の小学校6年生への英和辞典贈呈式が行われま
した。これは、藩制時代に岩崎地区で暮らしたという縁
があり、大正・昭和時代に内務大臣や文部大臣を歴任し
た水野錬太郎さんが学生時代、当時は貴重だった英語の
辞書を書き写して勉学に励み、大臣となったことに学び、
中学校でも活躍してほしいと同会が行っているもので、
今年で23回目となります。
　式には、水野さんの孫にあたる水野政一さん（上野の
森美術館館長）が駆け付け、出席した児童15人に辞書を
手渡しました。
　児童を代表して高橋橘花さんが「私の夢は薬の開発研
究者になること。いただいた辞書を活用して勉強をがん
ばりたい」とお礼の言葉を述べていました。

みず の まさかず

みず の れん た ろう

たかはしきっ か

▲晴れ間を見計い、健康ドームの外に出てたこをあげる親子

第57回湯沢市凧あげ大会
たこ

　3月16日、「第57回湯沢市凧あげ大会」が開催されま
した。
　悪天候のため、健康ドームに会場を移して、たこのあ
がり方などの審査が行われました。当日は全国各地から
たこの愛好家や小学生など約150人が参加。
　山田小学校4年生の児童は「外でたこを揚げるのとは
違って、建物の中で揚げるのは難しかった。それでも楽
しむことができたので、来年は空の下で揚げてみたい」
と意気込みを語ってくれました。
　ドーム内には、本来揚げるはずのたこが所狭しと並び、
愛好家たちがそれぞれ持ち寄ったたこの特徴などを聞き
ながら、情報交換をしている姿があちらこちらに見られ
ました。

▲政一さんが持参した贈り物とともに、辞書が手渡されました

おお た よしゆき
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3月31日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

3.17
3.17
3.18
3.18
3.19
3.19
3.21
3.21
3.21
3.23
3.24
3.25
3.26
3.26
3.29
3.29

90
83
64
79
78
59
85
81
67
97
79
76
89
83
64
86

2014.04.15

中　荒　町
掵　　　上
中 川 原 ２
松並寺通り
末　広　町
松ノ木上丁
金　　　谷
戸　　　平
清水町第３
成 沢 下 丁
新　　　田
切　畑　上
杉沢裏第１
いさみが岡
須　　　川
中 川 原 ２

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

大　　　倉
大　　　沢
下　　　宿
本　町　１
西　川　連
八　面　３

堀

91
59
72
88
63
89
76

3.19
3.22
3.23
3.25
3.27
3.29
3.30

收
芳　和
本　人
英　俊
大
幸　吉
好　美

3月31日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　かおる

あゆる

は　る

のあん

ひまり　

おとあ

ぎんが

ゆうし

高 石　　 薫ちゃん

後 藤　歩 琉くん

井 上　羽 琉ちゃん

齋 藤　乃 杏ちゃん

髙 橋 陽茉莉ちゃん

菊 地　乙 愛ちゃん

佐 藤　銀 河くん

鈴 木　勇 志くん

3. 6

3.12

3.12

3.14

3.17

3.19

3.19

3.20

大 島 第 ２

上　　　開

石 塚 上 区

石 塚 下 区

杉沢表第２

横　　　山

若　葉　町

桜　通　り

シャイントピアみなせ
白　　　沢

84
81

3.25
3.30

弘
本　人
真　一
本　人
儀　茂
しづ子
本　人
ト　ヨ
清
良一郎
利兵衛
壽　一
登　喜
本　人
勝　男
本　人

哲兵さん・多津子さん

優さん・莉絵さん

文彰さん・由美子さん

雄太さん・亜紀子さん

伸也さん・恵子さん

正志さん・祐子さん

洋介さん・朋子さん

真広さん・友香さん

本　人
賢　吉

阿 部　孝 子さん
藤 原 シゲ子さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

御　返　事
三　ツ　村
赤　　　塚
小　　　沢
古　　　戸

82
98
72
79
92

3.16
3.17
3.17
3.22
3.27

幸　矢
久　男
春　美
キ　ヨ
義　則

阿 部　ヒ サさん
藤 原　　 茂さん
沓 澤　　 隆さん
佐 藤　タ ネさん
小河原 信 也さん
木 村　ト モさん
後 藤　キ ミさん

髙 橋 ワカ子さん
佐 藤 久次郎さん
太 田　　 進さん
土 田　訓 次さん
今 　　義 和さん

吉 田　ナ ミさん
大 山 ユリ子さん
高 橋　　 真さん
高 橋　忠 二さん
松 倉 龍太郎さん
織 田　秀 男さん
大 坂　勇 吉さん
新 川　昭 夫さん
石 塚 惠美子さん
高 橋 フシヱさん
最 上　　 勇さん
佐々木セツ子さん
高 根 喜一郎さん
赤 平　哲 郎さん
柴 田　良 子さん
髙 橋　祐 吉さん
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▲3月24日、市役所本庁舎開庁式にて

50,800

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

３月分

合　　　計 13

0 0接　遇　費

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

湯沢市凧あげ大会優秀賞トロフィー寄贈
たこ

贈答用特産品 12 47,800贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

1 3,000協　賛　費

市長日誌（３月）

交際費報告

1日（土） 中山諭氏旭日双光章受章祝賀会、秋田県立湯沢高等学校
卒業証書授与式

2日（日） 秋田県立湯沢翔北高等学校卒業証書授与式
3日（月） ３月定例議会本会議
4日（火） ３月定例議会本会議
6日（木） 湯沢市公共事業評価委員会
7日（金） 秋田県立稲川養護学校卒業証書授与式、東北農政局と市

町村長との意見交換会（大仙市）

9日（日） 須川中学校卒業証書授与式、皆瀬中学校卒業証書授与式
12日（水） 災害廃棄物処理成果報告シンポジウム（東京都）
13日（木） 雄勝中央病院運営委員会、湯沢の酒と食を楽しむ会
14日（金） 院内小学校卒業証書授与式、小野小学校卒業証書授与式、

小野地域づくり協議会「市長との対話集会」

15日（土） 駒形小学校卒業証書授与式
16日（日） 発酵の里こうざき酒蔵まつり２０１４（千葉県）
18日（火） 山田小学校卒業証書授与式
19日（水） ３月定例議会本会議
20日（木） 秋田さきがけ県南政経懇話会３月例会（横手市）、湯沢市

役所本庁舎閉庁式

24日（月） 湯沢市役所本庁舎開庁式、湯沢市議会議事堂開庁式、３
月定例議会本会議

25日（火） 駒形保育園卒園式、了翁禅師像寄贈式
27日（木） 湯沢市議会議事堂開庁記念・中学生「まちづくり条例」

提案模擬議会、「湯沢市トンビマイタケ栽培研究会」第
２回通常総会

28日（金） 定例記者会見

　

先
月
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。
市
内
小
・
中
学
校
の
卒
業
式
に
来
賓
出
席 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
感
動
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

小
学
校
は
、
夢
と
期
待
と
希
望
が
い
っ
ぱ
い
の
う
れ
し
い
巣
立
ち
。
六
年
生
の

姿
は
成
長
著
し
く
、
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
進
路
と
い
う
不
安
な
心
境
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
も
、
卒
業
生
は

立
派
な
態
度
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
の
卒
業
式
も
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、

校
長
先
生
の
慈
愛
の
こ
も
っ
た
式
辞
、
在
校
生
の
上
級
生
に
対
す
る
感
謝
の
送
辞
、

そ
し
て
卒
業
生
の
答
辞
と
続
い
て
い
き
ま
す
。
学
校
生
活
の
思
い
出
、
先
生
や
家

族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
、
そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
共
に
過
ご
し
た
友
や
後

輩
と
別
れ
る
こ
と
の
切
な
さ
が
込
み
上
げ
る
卒
業
生
の
姿
に
、
家
族
や
先
生
方
も

涙
す
る
光
景
は
、
つ
い
つ
い
胸
を
打
た
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
思
い
を
込
め

て
歌
う
送
る
歌
や
旅
立
ち
の
歌
、
別
れ
の
歌
に
も
感
動
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
成
長
著
し
い
子
ど
も
た
ち
の
、
こ
の
感
動
的
な
卒
業
式

に
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　

四
月
の
入
学
式
は
、
一
転
、
か
わ
い
ら
し
い
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
た
ち
で
す
。

新
入
生
は
、
希
望
と
夢
、
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
ど

こ
か
明
る
く
、
初
々
し
く
、
こ
ち
ら
も
見
て
い
て
す
が
す
が
し
く
、
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
、
春
は
別
れ
と
出
会
い
、
新
た
な
出
発
の
季
節
で
す
。
厳
し
い
冬
と
別
れ
、

雪
国
の
春
は
格
別
で
す
。
し
か
し
、
少
子
化
の
た
め
、
来
年
雄
勝
小
学
校
と
し
て

統
合
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
の
最
後
の
新
入
生
は
、
院
内
小
学
校
六
人
、
秋

ノ
宮
小
学
校
七
人
、
小
野
小
学
校
十
二
人
、
横
堀
小
学
校
十
五
人
で
し
た
。
一
抹

の
寂
し
さ
と
と
も
に
、
新
統
合
校
の
誕
生
を
目
前
に
控
え
、
期
待
と
希
望
を
も
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
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